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B 19 織物碑mた匹対り方昨陳
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　B的　鵬靭に平面応･ヵ^i“xK時(7) 方向旅に廟す3研隻iJ . 絨脚構^零素^摩耗'iヒL Vt

*l,合につI''て'yi･な,わiK.てぃる。=?こて'. 各種の具体的な織聊の伸長特掩，せん断博椎の刺

足亀 + us V:して. 特に左石in" イマス方向の,性能tヽ' 零nr る希冶ヽの方向紐に'-> I'て. 鵬物の非

対象栂と組物構成要素との陶進を碑討すること% i 6<Jヒす5.

　方法　各穂の仰融.織狗t 荊いて.↑2ﾆて摯との熱農が±15°. ±30°.±45*.±60°,μ15‘の名方

向の覧荷重§よ･る衝t伸長回復曲峻t書ci .　こ･K ｶﾂﾞ)伸長特性値を求め7t.fた，せん峻

峰吋% S'l瓦し　KM町＼- i:§伸長特性ヒ-ttん断時性t の陶係式はﾀすすう唐計各禧廓物iz

-ﾌいて行な，r-・そして. 劃定値t理独値との荒にっいて. 根脚構成零因とOS 肉恵i> ら調

べr-．

　蜂集　・llり･の式は左石バイ了λ方向び織聊構成上対象r あ% こと%葎件としてI > るわ''.

截糸・界り単^が竹冪でないこヒを示す要因であ§，if-. 街重碑長曲歳りヽりのt, か(ナの

ヤング萍% 求め§場魯．原飴r 最もifcﾚヽ所fの柊線ヵ｀り岑の牝場合v:, .初期の平痙的^Vヽ

IT のヤング軍のちﾓが織物の方向姓% ふ'1以上与えてぃ^ヵ｀　K･叫y の式If

の要件のレフであ否ことが･わ力゛，松．

B 20 フレ了－久-tJ一卜における布の'i.わ合わさ状糊<nドレ-プ仕

共瓦女大家政　　〇吉田悦子　　小林茂雄

　巨I的　布の奮ね合わせ状脊にお'T^剛軟性ヒドしーフ・性の両係に-7いて, J 1 お去のド

レープ係雛＆用い検討して来尺。その経果れ比，裏光£組み合わ-^に場合の剛軟護^ び変

fiとドレ-プすまのx ? さが明ら-nヽとなっに。そこで今回は寛厚のスカートまZ~展園でtt こ

ドレープ性ヒの関係について検討£試みre.

　方法　試料n前回と同様衣pa：綿・ゲー，レ. 禽史：キュプラ£ 用いリーキェラー里フレ

7 - Aカートに近似さ-t r;試料を作製レ表梵衷だの方向性を一致さ也x重和合わさいレ

エー-yト測定旅により各鳥白こ糾アる横断'面わ状＆ボふらμ。シ,レX- -ソト測定裴置11,円筒支

持台< -2-|c^φ)よに試料を_-tz. ツトし- 円筒を軸囮私さｾﾞﾆながら中心≪ヽら布表面まで｀の距離

乞7ヽソ午ｔツサーz"水平群動で-ttて測定ずるものである. ま霖支持台：試料の八？での)X.

Ill : Lト~ド7 まざ変化でせて測定しrこ.

　結果　各部位での断面祚択，断面稗の曖化が｀明ら力ヽとなっr;. : めこいこより, スカー

ト心

程　剛軟度■ 重量/; 卸示rsごく布め変わ合わ-t£の試料羞ザな（な祠唄向倉丹フことがわ匹

rこ。
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